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技技術術のの概概要要

骨折、外科手術、手術、歯槽膿漏、整形・形成外科領域などでの骨欠損部への充填
及び自然治癒の促進

本ペースト剤は、欠損部に容易に充填することができ、固化後は多孔質になるため、

骨芽細胞等の骨再生に必要な細胞が侵入し骨再生を促進することができる。さらに
本剤は生分解性であり、本来の骨が再生されるとともに消失し、患者さん自身の本来
の骨に置換される。本メカニズムにより、本剤を使用することで、骨欠損部が本来の
骨で正常な形状に回復・促進させることができる。

 近年、形成外科領域、歯科領域や骨折などで骨欠損部位

の補填の必要性が高まってきている。現在、自家骨やセラ
ミックス、金属が用いられているが、自家骨採取には、部位
や量的制限があり、セラミックス等の人工骨は骨との親和
性や融合性に問題があり、自己の骨と一体化しないという
欠点があるとともに精微な技術が必要である。

 本骨置換ペースト剤は、骨成分であるリン酸カルシウムを

主成分とし、固化後に多孔性連孔体となる。そのため、骨
再生に必要な骨芽細胞等のスキャフォールドとなり、これら
の細胞が容易に浸潤し、本ペースト剤の形状に則した骨再
生が起こる。本剤は骨再生に伴って分解、置換されて自己
の骨と融合一体化する。

 本ペースト剤は骨成分を主成分とするため、拒絶反応や

過度な免疫反応は認められず、生体癒着性も良好である。
また、充填時はペースト状であるため、欠損部に充填する
だけで良く、精密な加工技術も要らず、容易に欠損部位に
密着させて充填することができる。
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